
国 民

年 金

■
学
生
の
み
な
さ
ん

卒
業
後
に
国
民
年
金

の
届
出
を

学
生
の
み
な
さ
ん
、
卒
業
後

の

進
路
に
よ

っ
て
は
、
国
民
年
金

の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
社
等
に
就
職

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

さ
れ
た
ら

第
一
号
被
保
険
者

↑
　
　
種
別
変
更
届

第
二
号
被
保
険
者

■
結
婚
し
て

第
二
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配

偶
者
に
な
ら
れ
た
ら

第
一
号
被
保
険
者

↑
　
　
種
別
変
更
届

第
三
号
被
保
険
者

－
住
所
を
変
わ
ら
れ
た
ら

住
所
変
更
届

■
農
林
漁
業
等
自
営
業
や
自
由
業
の
方

引
き
続
き
第
一
号
被
保
険
者
で
す
の
で
、
手

続
き
は
不
要
で
す
。

一
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り

年
金
額
が
上
が
り
ま
す

四
月
か
ら
年
金
額
が
上
が
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
消
費
者
物
価
指
数
が
上
昇
し
た
こ
と
に

伴
い
、
引
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

主
な
年
金
額
は
次
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

主 な 年 金 額 比 較 表
年　 金　　の　 種　 類 平成４年度 平成５年度

基
礎
年
金

老齢基礎年金
障害基礎年金（１級）

/ /　　　　（2 級）
遺族基礎年金（子１人）

円
725, 300
906, 600
725, 300
934, 400

円
737, 300
921, 600
737, 300
949, 800

旧

法

国

民

年

金

10 年 年 金
５ 年 年 金
障 害 年 金 口 級）

/ /　　　　（2 級）
母 子 年 金（子１人）

440, 700
375, 100
906､600
725, 300
934, 400

447, 900
381, 300
921, 600
737, 300
949, 800

老齢福祉年金
収入６００万円未満
収入６００万円以上

８７６万円未満

371, 100
303, 500

377, 300
305, 600

一
日
郵
便
局
長
に

西
村
真
さ
ん
（
豊
原
）

第
6
0回
逓
信
記
念
日
の
４
月
2
6日
に
宗

頭
郵
便
局
に
お
い
て
、
一
日
郵
便
局
長
と

し
て
西
村
真
さ
ん
（
豊
原
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

宗
頭
郵
便
局
長
か
ら
委
嘱
書
が
手
渡
さ

れ
、
さ
っ
そ
く
机
に
つ
か
れ
ま
し
た
が

『
郵
便
行
政
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
仕
事

を
し
て
み
て
、
郵
便
行
政
の
役
割
を
改
め

て
認
識
し
私
だ
ち
と
本
当
に
密
接
な
関
係

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
』
と
西
村
さ

ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

二条窪集落センター
竣工

県
道
豊
田
三
隅
線
の
二
条
窪
橋

の
近
く
に
、
こ
の
ほ
ど
二
条
窪
集

落
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
区
の
方
々
の
要
望

で
、
平
成
四
年
度
農
用
地
有
効
利

用
モ
デ
ル
集
落
整
備
事
業
に
よ
り

今
ま
で
の
公
会
堂
に
代
わ
る
集
落

の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
新
築
さ

れ
た
も
の
で
す
。

二
条
窪
地
区
は
、
以
前
か
ら
模

範
的
な
集
落
営
農
活
動
を
行
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
集
落
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
今
ま
で
以
上
に

活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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